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（ 2 ）

湯
浅
邦
弘
教
授

略
歴

昭
和
三
二
年
（
一
九
五
七
）
四
月

島
根
県
出
雲
市
生
ま
れ

（
学
歴
）

昭
和
五
一
年
（
一
九
七
六
）
三
月

島
根
県
立
出
雲
高
等
学
校
卒
業

昭
和
五
一
年
（
一
九
七
六
）
四
月

島
根
大
学
教
育
学
部
入
学

昭
和
五
五
年
（
一
九
八
〇
）
三
月

同
上
卒
業
（
教
育
学
士
）

昭
和
五
六
年
（
一
九
八
一
）
四
月

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
前
期
課

程
入
学
（
中
国
哲
学
）

昭
和
五
八
年
（
一
九
八
三
）
三
月

同
上
修
了
（
文
学
修
士
）

昭
和
五
八
年
（
一
九
八
三
）
四
月

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課

程
進
学
（
中
国
哲
学
）

昭
和
六
〇
年
（
一
九
八
五
）
三
月

同
上
中
途
退
学

（

、

、

）

平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
一
二
月

博
士

文
学

大
阪
大
学

一
三
四
七
六
号

（
職
歴
）

昭
和
六
〇
年
（
一
九
八
五
）
四
月

大
阪
大
学
助
手
（
文
学
部
）

昭
和
六
一
年
（
一
九
八
六
）
一
〇
月

北
海
道
教
育
大
学
助
手
（
教
育
学
部
釧
路
分

校
）

昭
和
六
二
年
（
一
九
八
七
）
一
〇
月

北
海
道
教
育
大
学
講
師
（
教
育
学
部
釧
路
分

校
）

昭
和
六
三
年
（
一
九
八
八
）
四
月

島
根
大
学
講
師
（
教
育
学
部
）

平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
四
月

島
根
大
学
助
教
授
（
教
育
学
部
）

平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
四
月

大
阪
大
学
助
教
授
（
文
学
部
）

平
成
一
一
年
（
一
九
九
九
）
四
月

大
阪
大
学
助
教
授
（
大
学
院
文
学
研
究
科
）

平
成
一
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
四
月

大
阪
大
学
教
授
（
大
学
院
文
学
研
究
科
）

令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
四
月

大
阪
大
学
教
授
（
大
学
院
人
文
学
研
究
科
）

（
受
賞
）

１
．
平
成
一
五
年
度
（
二
〇
〇
三
）
前
期
、
大
阪
大
学
共
通
教
育
賞
受
賞
。

２
．
平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一

、
第
一
回
（
二
〇
一
一
年
度
）
大
阪
大
学
功
績
賞
（
社

）

会
・
国
際
貢
献
部
門
）
受
賞
。

３

平
成
二
五
年

二
〇
一
三

二
〇
一
三
年
度

中
文
デ
ジ
タ
ル
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
・

．

（

）
、

「

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
国
際
学
会
」

の

「
優
秀
学
術
論
文
賞
」
受
賞
。

４
．
平
成
二
五
年
（
二
〇
一
三

、
大
阪
大
学
総
長
表
彰
（
二
〇
一
三
年
度
「
中
文
デ
ジ

）

タ
ル
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
・
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
国
際
学
会
」
優
秀
学
術
論
文
賞

受
賞
に
対
し
て

。）

．

（

）
、

『

『

』

』

５

令
和
三
年

二
〇
二
一

編
著

儒
教
の
名
句

四
書
句
辨

を
読
み
解
く

―

―

上
巻
・
下
巻
（
汲
古
書
院
）
が
一
般
社
団
法
人
中
央
政
策
研
究
所
の
第
三
回
「
学

術
貢
献
賞
」
を
受
賞
。
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湯
浅
邦
弘
教
授

研
究
業
績

（

。【

】【

】【

】

二
〇
二
二
年
一
〇
月
末
現
在

著
書

論
文

研
究
史
・
書
評
・
報
告
・
解
説
等

に
分
け
、
直
近
か
ら
過
去
に
遡
っ
て
主
な
も
の
を
記
載
し
、
便
宜
上
そ
れ
ぞ
れ
通
し
番

号
を
付
け
る
。
口
頭
発
表
・
講
演
は
省
略
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
湯
浅
邦
弘
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

h
t
tp
s
:/
/
ww
w
.y
u
as
a
-k
u
ni
h
ir
o
.c
o
m/

参
照
）

【
著
書
】

（
一
）
単
著

１

『
世
界
は
縮
ま
れ
り

西
村
天
囚
『
欧
米
遊
覧
記
』
を
読
む

（K
A
D
O
K
A
W
A

、
全

．

』

―

―

五
〇
七
頁
、
二
〇
二
二
年
二
月
）

２

『
人
生
に
効
く
『
菜
根
譚

（K
A
D
O
K
A
W
A

、
全
一
六
三
頁
、
二
〇
二
〇
年
五
月
）

．

』
』

．『

』（

、

、

、

、

３

懐
徳
堂
研
究

湯
浅
邦
弘
著

白
雨
田
訳

四
川
大
学
出
版
社

全
一
八
四
頁

二
〇
二
〇
年
五
月
）

４

『
荀
子

（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
中
国
の
古
典
、
全

．

』

二
〇
三
頁
、
二
〇
二
〇
年
一
月
）

５

『
中
国
の
世
界
遺
産
を
旅
す
る

響
き
合
う
歴
史
と
文
化

（
中
央
公
論
新
社
・

．

』

─

─

中
公
新
書
ラ
ク
レ
、
全
二
四
二
頁
、
二
〇
一
八
年
五
月
）

６

『
呻
吟
語

（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
中
国
の
古
典
、

．

』

全
三
一
九
頁
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
）

７

別
冊
Ｎ
Ｈ
Ｋ

分

名
著

菜
根
譚×

呻
吟
語

成
功
と
挫
折
の
処
世
訓

Ｎ

．『

』（

―

―

100

de

Ｈ
Ｋ
出
版
、
全
一
八
三
頁
、
二
〇
一
七
年
六
月
）

８

『
孫
子
の
兵
法

（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
、
全
二
二
八
頁
、
二
〇
一
七
年
六
月
）

．

』

．『

』（

、

９

貞
観
政
要

角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
中
国
の
古
典

全
一
九
六
頁
、
二
〇
一
七
年
一
月
）

『
竹
簡
学

中
国
古
代
思
想
的
探
究

（
湯
浅
邦
弘
著
、
白
雨
田
訳
、
中
国
出
版

．

』

─

―

10

、

、

。

）

集
団
東
方
出
版
中
心

全
二
八
五
頁

二
〇
一
七
年
一
月

単
著

の
中
国
語
版

19

『
懐
徳
堂
の
至
宝

大
阪
の
「
美
」
と
「
学
問
」
を
た
ど
る

（
大
阪
大
学
総
合

．

』

─

─

11

、

、

、

）

学
術
博
物
館
叢
書
一
三

大
阪
大
学
出
版
会

全
九
二
頁

二
〇
一
六
年
一
〇
月

『
超
入
門
「
中
国
思
想

（
大
和
書
房
・
だ
い
わ
文
庫
、
全
三
〇
二
頁
、
二
〇
一

．

」
』

12

六
年
九
月
）

『
こ
の
せ
ち
が
ら
い
世
の
中
で
誰
よ
り
も
自
由
に
生
き
る

自
己
啓
発
の
到
達
点

．

─

13

「

」「

」

』（

、

、

）

老
子

荘
子

の
考
え

宝
島
社

全
二
二
三
頁

二
〇
一
五
年
一
〇
月

―

『
菜
根
譚

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
「

分

名
著
」
ア
ン
コ
ー
ル
放
送
テ
キ
ス
ト
、
Ｎ

．

』

14

100

de

Ｈ
Ｋ
出
版
、
全
九
六
頁
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
）

『
軍
国
日
本
と
『
孫
子

（
筑
摩
書
房
・
ち
く
ま
新
書
、
全
二
五
三
頁
、
二
〇
一
五

．

』
』

15

年
六
月
）

『
菜
根
譚

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
「

分

名
著
」
テ
キ
ス
ト
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
全
九

．

』

16

100

de

六
頁
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
）

『
菜
根
譚

（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
中
国
の
古
典
、

．

』

17

全
二
三
七
頁
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
）

『
入
門

老
荘
思
想

（
筑
摩
書
房
・
ち
く
ま
新
書
、
全
二
六
一
頁
、
二
〇
一
四
年

．

』

18

七
月
）

『
竹
簡
学

中
国
古
代
思
想
の
探
究

（
大
阪
大
学
出
版
会
、
全
三
四
八
頁
、
二

．

』

─

─

19

〇
一
四
年
五
月
）

『
孫
子

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
「

分

名
著
」
テ
キ
ス
ト
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
全
九
五

．

』

20

100

de

頁
、
二
〇
一
四
年
三
月
）

『
中
國
出
土
文
獻
研
究

上
博
楚
簡
與
銀
雀
山
漢
簡

（
台
湾
・
花
木
蘭
文
化
出

．

』

─

―

21

版
社
・
古
典
文
献
研
究
輯
刊
第
十
五
編
、
全
一
五
七
頁
、
二
〇
一
二
年
九
月
）
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『
論
語

（
中
央
公
論
新
社
・
中
公
新
書
二
一
五
三
、
全
三
〇
四
頁
、
二
〇
一
二
年

．

』

22

三
月
）

．
『

』（

、

、

故
事
成
語
の
誕
生
と
変
容

角
川
学
芸
出
版
・
角
川
叢
書
四
八

全
二
〇
三
頁

23

二
〇
一
〇
年
九
月
）

『
中
国
古
典
に
探
す
座
右
の
銘

（
角
川
Ｓ
Ｓ
Ｃ
新
書
〇
九
九
、
全
一
九
〇
頁
、
二

．

』

24

〇
一
〇
年
五
月
）

『
菜
根
譚

（
中
央
公
論
新
社
・
中
公
新
書
二
〇
四
二
、
全
三
二
〇
頁
、
二
〇
一
〇

．

』

25

年
二
月
）

『
孫
子
の
兵
法
入
門

（
角
川
学
芸
出
版
・
角
川
選
書
四
六
二
、
全
二
三
〇
頁
、
二

．

』

26

〇
一
〇
年
二
月
）

『
諸
子
百
家

（
中
央
公
論
新
社
・
中
公
新
書
一
九
八
九
、
全
三
一
二
頁
、
二
〇
〇

．

』

27

九
年
三
月
）

『
孫
子
・
三
十
六
計

（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
中
国

．

』

28

の
古
典
、
全
二
七
一
頁
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
）

『
墨
の
道

印
の
宇
宙

懐
徳
堂
の
美
と
学
問

（
大
阪
大
学
出
版
会
・
阪
大
リ
ー

．

』

─

─

29

ブ
ル
、
全
一
六
八
頁
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
）

『
戦
い
の
神

中
国
古
代
兵
学
の
展
開

（
研
文
出
版
、
全
三
三
六
頁
、
二
〇
〇

．

』

─

─

30

七
年
一
〇
月
）

『
戰
國
楚
簡
與
秦
簡
之
思
想
史
研
究

（
台
湾
・
万
巻
楼
、
出
土
文
献
訳
注
研
析
叢

．

』

31

書P

〇
二
四
、
全
二
七
六
頁
、
二
〇
〇
六
年
六
月
）

．
『

』（

、

、

）

よ
み
が
え
る
中
国
の
兵
法

大
修
館
書
店

全
二
三
七
頁

二
〇
〇
三
年
六
月

32

『
中
国
古
代
軍
事
思
想
史
の
研
究

（
研
文
出
版
、
全
三
八
四
頁
、
一
九
九
九
年
一

．

』

33

〇
月
）

（
二
）
編
著

１

『
西
村
天
囚
旧
蔵
印

（
編
集
・
解
説
、
大
阪
大
学
人
文
学
研
究
科
、
全
五
一
頁
、

．

』

二
〇
二
二
年
九
月
）

２

『
よ
く
わ
か
る
中
国
思
想

（
編
著
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
全
二
〇
〇
頁
、
二
〇
二

．

』

二
年
二
月
）

３

『
西
村
天
囚
『
論
語
集
釈

（
編
集
・
解
説
、
大
阪
大
学
文
学
研
究
科
、
全
三
三
〇

．

』
』

頁
、
二
〇
二
一
年
一
一
月
）

４

『
儒
教
の
名
句

『
四
書
句
辨
』
を
読
み
解
く

』
下
巻
（
編
著
、
汲
古
書
院
、
全

．

─

─

四
一
九
頁
、
二
〇
二
一
年
一
一
月
）

５

『
儒
教
の
名
句

『
四
書
句
辨
』
を
読
み
解
く

』
上
巻
（
編
著
、
汲
古
書
院
、
全

．

─

─

三
三
三
頁
、
二
〇
二
〇
年
一
二
月
）

６

『
中
国
思
想
基
本
用
語
集

（
編
著
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
全
三
六
四
頁
、
二
〇
二

．

』

〇
年
三
月
）

７

『
教
養
と
し
て
の
中
国
古
典

（
編
著
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
全
三
四
二
頁
、
二
〇

．

』

一
八
年
四
月
）

８

『
清
華
簡
研
究

（
編
著
、
汲
古
書
院
、
全
四
一
四
頁
、
二
〇
一
七
年
九
月
）

．

』

９

『
増
補
改
訂
版
懐
徳
堂
事
典

（
編
著
、
大
阪
大
学
出
版
会
、
全
三
三
七
頁
、
二
〇

．

』

一
六
年
一
〇
月
）

．
『

』（

、

、

、

テ
ー
マ
で
読
み
解
く
中
国
の
文
化

編
著

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

全
四
二
五
頁

10

二
〇
一
六
年
三
月
）

．
『

』（

、

、

、

名
言
で
読
み
解
く
中
国
の
思
想
家

編
著

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

全
三
七
六
頁

11

二
〇
一
二
年
八
月
）

『
概
説
中
国
思
想
史

（
編
著
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
全
四
〇
六
頁
、
二
〇
一
〇
年

．

』

12

一
〇
月
）

『
江
戸
時
代
の
親
孝
行

（
編
著
、
大
阪
大
学
出
版
会
・
阪
大
リ
ー
ブ
ル
、
全
二
二

．

』

13
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五
頁
、
二
〇
〇
九
年
二
月
）

『
懐
徳
堂
研
究

（
編
著
、
汲
古
書
院
、
全
四
四
八
頁
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
）

．

』

14

『
上
博
楚
簡
研
究

（
編
著
、
汲
古
書
院
、
全
四
八
八
頁
、
二
〇
〇
七
年
五
月
）

．

』

15

『
懐
徳
堂
の
印
章

（
編
著
、
大
阪
大
学
文
学
研
究
科
、
全
六
四
頁
、
二
〇
〇
七
年

．

』

16

三
月
）

『
懐
徳
堂
ア
ー
カ
イ
ブ

懐
徳
堂
の
歴
史
を
読
む

（
竹
田
健
二
氏
と
の
共
編
著
、

．

』

17

大
阪
大
学
出
版
会
、
全
六
〇
頁
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）

『
懐
徳
堂
文
庫
の
研
究
二
〇
〇
五

（
編
著
、
大
阪
大
学
文
学
研
究
科
共
同
研
究
報

．

』

18

告
書
、
カ
ラ
ー
口
絵
四
頁
、
本
文
全
一
三
四
頁
、
二
〇
〇
五
年
二
月
）

『
諸
子
百
家
〈
再
発
見
〉

掘
り
起
こ
さ
れ
る
古
代
中
国
思
想

（
浅
野
裕
一
氏

．

』

─

─

19

と
の
共
編
著
、
岩
波
書
店
、
全
二
五
四
頁
、
二
〇
〇
四
年
八
月
）

『
懐
徳
堂
文
庫
の
研
究

（
大
阪
大
学
文
学
研
究
科
共
同
研
究
報
告
書
、
全
一
九
四

．

』

20

頁
、
二
〇
〇
三
年
二
月
）

『
懐
徳
堂
事
典

（
編
著
、
大
阪
大
学
出
版
会
、
全
二
七
二
頁
、
二
〇
〇
一
年
一
二

．

』

21

月
）

（
三
）
訳
書

１

『
竹
簡
学
入
門

楚
簡
冊
を
中
心
と
し
て

（
湯
浅
邦
弘
監
訳
、
草
野
友
子
・
曹

．

』

─

─

方
向
訳
、
東
方
書
店
、
全
二
一
六
頁
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
。
原
著
は
陳
偉
『
楚

簡
冊
概
論

）』

２

『
中
国
の
夢
判
断
』(

湯
浅
邦
弘
訳
、
東
方
書
店
、
全
三
五
七
頁
、
一
九
九
七
年
四

．
月
。
原
著
は
劉
文
英
『
夢
的
迷
信
与
夢
的
探
索
』)

（
四
）
共
著

１

『
別
冊

分

名
著

老
子×

孫
子
「
水
」
の
よ
う
に
生
き
る

（
蜂
屋
邦
夫
氏
と

．

』

100

de

の
共
著
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
全
一
七
四
頁
、
二
〇
一
五
年
二
月
）

２

『

論
語
』
入
門

古
い
か
ら
こ
そ
新
し
い
思
想

（
共
著
、
河
出
書
房
新
社
、
全

．
『

』

─

─

二
五
四
頁
、
二
〇
一
五
年
一
月
）

３

『
道
徳
性
形
成
・
徳
育
論

（
押
谷
由
夫
編
、
放
送
大
学
大
学
院
教
材
、
第
三
章
・

．

』

第
四
章

中
国
に
お
け
る
道
徳
思
想

徳
育
論

に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う(

一)(

二)

「

（

）

担
当
。
四
六
～
七
一
頁
、
二
〇
一
一
年
九
月
）

．『

』（

）「

」「

」

４

論
語

鑑
賞
中
国
の
古
典
全
二
四
巻
の
内
の
第
二
巻

総
説
Ⅱ

本
文
鑑
賞

巻
六
～
一
〇
、
一
六
～
二
〇

「
参
考
文
献

「
孔
子
略
年
譜

（
加
地
伸
行
・
宇
佐

、

」

」

美
一
博
氏
と
の
共
著
、
角
川
書
店
、
全
五
五
八
頁
、
一
九
八
七
年
）

（
五
）
監
修

１

『
懐
徳
堂
文
庫
（
雕
龍
古
籍
全
文
検
索
叢
書
シ
リ
ー
ズ

（
監
修
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
二
枚
、

．

）
』

凱
希
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
）

２

『
日
め
く
り
菜
根
譚

（
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社
、
全
三
一
日
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
）

．

』

３

『
え
ん
ぴ
つ
で
老
子
・
荘
子

（
大
迫
閑
歩
書
、
湯
浅
邦
弘
監
修
、
ポ
プ
ラ
社
、
全

．

』

一
八
二
頁
、
二
〇
一
七
年
八
月
）

４

『
え
ん
ぴ
つ
で
菜
根
譚

（
大
迫
閑
歩
書
、
湯
浅
邦
弘
監
修
、
ポ
プ
ラ
社
、
全
一
五

．

』

七
頁
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
）

５

『
孫
子
の
戦
略

（
監
修
、
別
冊
宝
島
二
三
七
二
、
宝
島
社
、
全
九
五
頁
、
二
〇
一

．

』

五
年
八
月
）

６

『

菜
根
譚
』
叢
書

（
第
一
巻
～
第
一
七
巻

（
監
修
、
大
空
社
、
二
〇
一
二
年
一

．
『

』

）

〇
月
～
二
〇
一
四
年
九
月
）

７

『

孫
子
』
叢
書

（
第
一
巻
～
第
一
四
巻

（
監
修
、
大
空
社
、
二
〇
一
三
年
六
月

．
『

』

）

～
二
〇
一
四
年
二
月
）

．『

』（

、

、

、

８

完
全
図
解
こ
れ
な
ら
わ
か
る
孫
子
の
兵
法

監
修

ナ
ツ
メ
社

全
二
三
二
頁
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二
〇
一
一
年
七
月
）

【
論
文
】

１

清
華
簡

五
紀

に
見
え
る
黄
帝
・
蚩
尤
伝
承

王
権
の
由
来
と
正
当
性

中

．「

『

』

」（
『

―

―

国
研
究
集
刊
』
重
号
（
第
六
八
号
・
電
子
版

、
二
五
～
四
四
頁
、
二
〇
二
二
年
八

）

月
）

．「
『

』

」（
『

』

２

詩
経

形
成
史
に
お
け
る
安
徽
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
の
意
義

中
国
研
究
集
刊

菜
号
（
第
六
七
号
・
電
子
版

、
一
～
一
七
頁
、
二
〇
二
一
年
八
月
）

）

３

西
村
天
囚

欧
米
遊
覧
記

と
御
船
綱
手

欧
山
米
水
帖

明
治
四
十
三
年

世

．「

『

』

「

」

「

─

界
一
周
会
」
の
真
実

（

大
阪
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
六
一
巻
、
一
～
四

─
」
『

五
頁
、
二
〇
二
一
年
三
月
）

４

「
小
宇
宙
に
込
め
た
天
囚
の
思
い

種
子
島
西
村
家
所
蔵
西
村
天
囚
旧
蔵
印
に
つ
い

．

─

て

（

懐
徳
堂
研
究
』
第
一
二
号
、
三
～
二
三
頁
、
二
〇
二
一
年
二
月
）

─
」
『

５

「
懐
徳
堂
の
復
興
と
西
村
天
囚

「
世
界
一
周
会
」
の
歴
史
的
意
義

（

懐
徳
』

．

」
『

─

─

第
八
九
号
、
一
四
～
三
七
頁
、
二
〇
二
一
年
一
月
）

６

O
n
St
a
n
za
ic

In
v
er
s
io
n
i
n
t
h
e
Q
in

f
en
g

秦
風

O
de

S
i
ti
e

駟
驖

(
I

．「

“

”
r
o
n
-
B
l
a
c
k
H
o
r
s
e
s
)
i
n
t
h
e
A
n
h
ui
U
n
i
v
e
r
si
t
y
B
a
m
b
o
o
M
a
n
u
s
c
r
i
p
t
o
f
t

h
e
S
h
i
j
i
n
g

詩
經(

C
l
a
s
si
c
o
f
O
d
es
)

（

b
a
m
b
oo

a
n
d
s
i
l
k

』V
o
l
u
m
e

四

」
『

:
Is
s
ue

一
、
一
四
九
～
一
七
一
頁
、
二
〇
二
一
年
一
月
）

．「

「

」

」（

『

』

７

孔
子
と
読
書

韋
編
三
絶

の
真
相

史
跡
足
利
学
校
研
究
紀
要

学
校

─

─

第
一
八
号
、
三
七
～
六
九
頁
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）

．「

「

」

」

８

西
洋
近
代
文
明
と
向
き
合
っ
た
漢
学
者

西
村
天
囚
の

世
界
一
周
会

参
加

─

─

（
『

』

、

、

）

大
阪
大
学
文
学
研
究
科
紀
要

第
六
〇
巻

一
～
三
七
頁

二
〇
二
〇
年
三
月

９

「
鉄
砲
伝
来
紀
功
碑
文
の
成
立

（
島
根
大
学
教
育
学
部
国
文
学
会
『
国
語
教
育
論

．

」

叢
』
第
二
七
号
（
福
田
景
道
先
生
御
退
職
記
念
号

、
一
三
九
～
一
五
六
頁
、
二
〇

）

二
〇
年
二
月
）

「
石
濱
純
太
郎
・
石
濱
恒
夫
と
懐
徳
堂

（

東
西
学
術
研
究
と
文
化
交
渉

石
濱
純

．

」
『

─

10

太
郎
没
後
五
〇
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
集

、
二
八
五
～
二
九
六
頁
、

─
』

二
〇
一
九
年
一
一
月
）

「
日
本
的
中
国
学
与
《
四
庫
全
書

（

四
庫
学
』
第
五
輯
、
首
都
師
範
大
学
中
国

．

》
」
『

11

四
庫
学
研
究
中
心
、
陳
暁
華
主
編
、
四
八
～
五
四
頁
、
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、

二
〇
一
九
年
五
月
。
論
文

の
中
国
語
版
）

12

「
日
本
の
中
国
学
研
究
と
四
庫
全
書

（

懐
徳
堂
研
究
』
第
一
〇
号
、
三
～
一
〇

．

」
『

12

頁
、
二
〇
一
九
年
二
月
二
八
日
）

「
西
村
天
囚
の
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

種
子
島
西
村
家
所
蔵
資
料
を
中
心
と
し
て

．

─

13

（

懐
徳
』
第
八
七
号
、
一
一
～
二
四
頁
、
二
〇
一
九
年
一
月
）

─
」
『

平
成
三
十
年
度

二
〇
一
八

種
子
島
西
村
天
囚
関
係
資
料
調
査
に
つ
い
て

懐

．
「

（

）

」（
『

14

徳
』
第
八
七
号
、
六
～
一
〇
頁
、
二
〇
一
九
年
一
月
）

「
懐
徳
堂
と
近
現
代
日
本
の
社
会

（
合
山
林
太
郎
ほ
か
編
『
文
化
装
置
と
し
て
の

．

」

15

日
本
漢
文
学

（
ア
ジ
ア
遊
学
二
二
九

、
一
七
一
～
一
八
〇
頁
、
勉
誠
出
版
、
二

』

）

〇
一
九
年
一
月
）

「
懐
徳
堂
文
庫
所
蔵
「
版
木
」
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

（
竹
田
健
二
編
『
懐
徳

．

」

16

堂
研
究
第
二
集

、
汲
古
書
院
、
四
三
九
～
四
四
八
頁
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
）

』

「
時
令
説
的
展
開

北
大
漢
簡
《
陰
陽
家
言
》
與
銀
雀
山
漢
簡
〝
陰
陽
時
令
、
占

．

─

17

候
之
類
〟

（

簡
帛
』
第
一
七
輯
、
一
九
五
～
二
一
四
頁
、
二
〇
一
八
年
一
一

─
」
『

月
。
論
文

の
中
国
語
版
）

18

「
時
令
説
の
展
開

北
京
大
学
竹
簡
『
陰
陽
家
言

、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
「
陰
陽
時

．

』

─

18

令
・
占
候
之
類
」
を
中
心
と
し
て

（
立
命
館
大
学
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化

─
」

研
究
所
『
漢
字
学
研
究
』
第
六
号
、
一
～
二
〇
頁
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
）

北
大
簡

老
子

的
性
質

結
構

文
章
及
詞
彙

古
簡
新
知

西
漢
竹
書

老

．「

《

》

、

」（
『

《

─

─

19
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》

』、

、

、

子

與
道
家
思
想
研
究

北
京
大
學
出
土
文
獻
研
究
所
編

一
二
八
～
一
四
九
頁

上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
八
月
）

「
〝
異
端
〟
説

日
本
懷
德
堂
學
派
之
《
論
語
》
解
釋

（

儒
家
典
籍
與
思
想

．

」
『

─

─

20

』

、

、

、

）

研
究

第
九
輯

北
京
大
学
出
版
社

一
七
一
～
一
八
一
頁

二
〇
一
七
年
四
月

「
清
華
簡
『
殷
高
宗
問
於
三
壽
』
の
思
想
的
特
質

（

中
国
研
究
集
刊
』
光
号
（
第

．

」
『

21

六
二
号

、
三
一
～
五
一
頁
、
二
〇
一
六
年
六
月
三
〇
日
）

）

「

水
戰
」
的
思
想

銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
〈
十
陣

（
羅
秉
祥
主
編
『
先
秦
諸
子
與

．
「

〉
」

─

22

戰
爭
倫
理

、
中
華
書
局
、
三
四
九
～
三
七
九
頁
、
二
〇
一
六
年
六
月
。
論
文

の

』

25

中
国
語
版
）

「
懐
徳
堂
学
派
の
『
論
語
』
解
釈

「
異
端
」
の
説
を
め
ぐ
っ
て

（

懐
徳
堂

．

」
『

─

─

23

研
究
』
第
七
号
、
三
～
一
七
頁
、
二
〇
一
六
年
二
月
）

「

主
」
と
「
客
」

兵
家
と
道
家
を
中
心
と
し
て

（

待
兼
山
論
叢
』
第
四
九

．

「

」
『

─

─

24

号
、
一
～
一
七
頁
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
）

水
戦
の
思
想

銀
雀
山
漢
墓
竹
簡

十
陣

中
国
研
究
集
刊

称
号

第

．
「

「

」

」（『

』

（

─

─

25

六
〇
号

、
七
三
～
九
一
頁
、
二
〇
一
五
年
六
月
）

）

「
観
光
資
源
と
し
て
の
老
荘
故
里

（
二
〇
一
四
年
国
立
高
雄
餐
旅
大
学
応
用
日
語

．

」

26

系
『

観
光
・
言
語
・
文
学
」
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集

、
一
～
六
頁
、
二
〇
一

「

』

四
年
一
一
月
）

「
上
博
楚
簡
『
舉
治
王
天
下
』
的
堯
舜
禹
伝
説

（
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心
『
簡

．

」

27

』

、

、

、

。

帛

第
九
輯

一
一
三
～
一
二
七
頁

上
海
古
籍
出
版
社

二
〇
一
四
年
一
〇
月

論
文

の

中
国
語
版
）

33

「
中
国
の
兵
書

（
ア
ジ
ア
遊
学
一
七
三
『
日
中
韓
の
武
将
伝

、
勉
誠
社
、
一
二
七

．

」

』

28

～
一
三
八
頁
、
二
〇
一
四
年
三
月
）

「
書
簡
と
扇
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
の
取
り
組
み

」

．

─

─

29

（

懐
徳
堂
研
究
』
第
五
号
、
三
～
一
一
頁
、
二
〇
一
四
年
二
月
）

『

「
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
「
論
政
論
兵
之
類
」
考
釋

（
周
鳳
五
主
編
『
先
秦
文
本
及
思

．

」

30

想
之
形
成
・
發
展
與
轉
化

、
国
立
台
湾
大
学
出
版
中
心
、
六
七
九
～
六
九
八
頁
、

』

二
〇
一
三
年
一
二
月
）

「
岳
麓
秦
簡
『
占
夢
書
』
の
思
想
史
的
位
置

（

中
国
研
究
集
刊
』
巨
号
（
第
五

．

」
『

31

七
号

、
一
〇
〇
～
一
一
五
頁
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

）
先
秦
兵
学
の
展
開

銀
雀
山
漢
墓
竹
簡

貳

を
手
が
か
り
と
し
て

第

．
「

『

［

］
』

」（

─

─

32

四
回
日
中
学
者
中
国
古
代
史
論
壇
論
文
集
『
中
国
新
出
資
料
学
の
展
開

、
中
国
社

』

、

、

、

会
科
学
院
歴
史
研
究
所
・
財
団
法
人
東
方
学
会
編

汲
古
書
院

六
七
～
七
九
頁

二
〇
一
三
年
八
月
）

「
上
博
楚
簡
『
舉
治
王
天
下
』
の
古
聖
王
伝
承

（

中
国
研
究
集
刊
』
號
号
（
第

．

」
『

33

五
六
号

、
四
三
～
六
五
頁
、
二
〇
一
三
年
六
月
）

）

「
懐
徳
堂
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
展
開

（

懐
徳
堂
研
究
』
第
四
号
、
三
～
一

．

」
『

34

三
頁
、
二
〇
一
三
年
二
月
）

「
上
博
楚
簡
『
顔
淵
問
於
孔
子
』
と
儒
家
系
文
献
形
成
史

（

中
国
研
究
集
刊
』

．

」
『

35

剣
号
（
第
五
五
号

、
四
〇
～
五
三
頁
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）

）

「
興
軍
之
時

關
於
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
《
起
師
》

（
武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心

．

」

─

─

36

『
簡
帛
』
第
七
輯
、
二
一
九
～
二
三
三
頁
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
一

〇
月
。
論
文

の
中
国
語
版
）

41

日
本
漢
学
与
朱
子
学

江
戸
時
代
大
阪

懐
徳
堂

的
学
術

陳
来
主
編

哲

．
「

「

」

」（

『

─

─

37

学
与
時
代
：
朱
子
学
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集

、
四
三
八
～
四
四
三
頁
、
華
東
師

』

範
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
九
月
）

「
幕
末
の
漢
文
力

（

江
戸
の
漢
文
脈
文
化

（
中
野
三
敏
・
楠
元
六
男
編
、
竹
林

．

」
『

』

38

舎
、
一
二
一
～
一
四
〇
頁
、
二
〇
一
二
年
四
月
）

「
朱
子
『
家
礼
』
と
懐
徳
堂
『
喪
祭
私
説

（
吾
妻
重
二
・
朴
元
在
編
『
朱
子
家
礼

．

』
」

39

と
東
ア
ジ
ア
の
文
化
交
渉

、
汲
古
書
院
、
三
六
七
～
三
八
二
頁
、
二
〇
一
二
年
三

』
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月
）

「
漢
代
に
お
け
る
『
論
語
』
の
伝
播

（

国
語
教
育
論
叢
』
第
二
一
号
、
一
二
九

．

」
『

40

～
一
四
三
頁
、
二
〇
一
二
年
三
月
）

「
興
軍
の
時

銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
「
起
師
」
に
つ
い
て

（

大
阪
大
学
文
学
研

．

」
『

─

─

41

究
科
紀
要
』
第
五
二
巻
、
一
～
三
一
頁
、
二
〇
一
二
年
三
月
）

「
懐
徳
堂
と
白
鹿
洞
書
院

（

懐
徳
堂
研
究
』
第
三
号
、
一
七
～
二
五
頁
、
二
〇

．

」
『

42

一
二
年
二
月
）

「
幕
末
大
坂
の
知
的
拠
点

懐
徳
堂
・
適
塾
・
泊
園
書
院

（
吾
妻
重
二
編
『
泊

．

」

─

─

43

園
記
念
会
創
立
五
十
周
年
記
念
論
文
集

、
関
西
大
学
出
版
部
、
一
二
一
～
一
四
二

』

頁
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
）

「
太
姒
の
夢
と
文
王
の
訓
戒

清
華
簡
「
程
寤
」
考

（

中
国
研
究
集
刊
』
崐

．

」
『

─

─

44

号
（
第
五
三
号

、
一
八
三
～
一
九
八
頁
、
二
〇
一
一
年
六
月
）

）

「
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
「
論
政
論
兵
之
類
」
に
つ
い
て

（

中
国
研
究
集
刊
』
第
五

．

」
『

45

二
号
（
別
冊
特
集
号
『
中
国
出
土
文
献
研
究
２
０
１
０

、
二
三
～
四
一
頁
、
二

』
）

〇
一
一
年
二
月
）

「
教
戒
書
と
し
て
の
『
君
人
者
何
必
安
哉

（
浅
野
裕
一
編
『
竹
簡
が
語
る
古
代

．

』
」

46

中
国
思
想
（
三
）

上
博
楚
簡
研
究

』
第
五
章
、
汲
古
書
院
・
汲
古
選
書
、
一

─

─

八
五
～
二
〇
二
頁
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）

懐
徳
堂
研
究
の
可
能
性

韓
国
の
書
院
と
祖
先
祭
祀
儀
礼
か
ら
考
え
る

懐

．
「

」（
『

─

─

47

徳
堂
研
究
』
第
一
号
、
三
～
一
三
頁
、
二
〇
一
〇
年
二
月
）

．
「

」（『

』

（

）
、

清
華
大
学
竹
簡
と
先
秦
思
想
史
研
究

中
国
研
究
集
刊

麗
号

第
五
〇
号

48

二
八
〇
～
二
八
八
頁
、
二
〇
一
〇
年
一
月
）

「
中
井
履
軒
『
大
学
雑
議
』
の
思
想
史
的
位
置

（

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究

．

」
（
『

49

科
紀
要
』
第
四
六
巻
、
一
～
三
八
頁
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）

「
蘇
る
懐
徳
堂
四
書

「
儒
蔵
」
編
纂
事
業
に
つ
い
て

（

懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー

．

」
『

─

─

50

報
二
〇
〇
九

、
三
～
七
頁
、
二
〇
〇
九
年
二
月
）

』

「
上
博
楚
簡
『
平
王
問
鄭
壽
』
に
お
け
る
諫
言
と
予
言

（
浅
野
裕
一
編
『
竹
簡
が

．

」

51

語
る
古
代
中
国
思
想
（
二
）

上
博
楚
簡
研
究

』
第
六
章
、
汲
古
書
院
・
汲
古

─

─

選
書
、
一
四
五
～
一
六
六
頁
、
二
〇
〇
八
年
九
月
）

「
中
井
履
軒
の
印
章

（

懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
二
〇
〇
八
』
一
～
一
五
頁
、
二
〇

．

」
『

52

〇
八
年
二
月
）

「
太
子
の
「
知
」

上
博
楚
簡
『
平
王
與
王
子
木
』

（

戦
国
楚
簡
研
究
二
〇

．

」
『

─

─

53

〇
七

（

中
国
研
究
集
刊
』
第
四
五
号
（
別
冊
特
集
号
『
戦
国
楚
簡
研
究
２
０
０

』
『

７

、
五
七
～
六
五
頁
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
）

』）

「
上
博
楚
簡
『
荘
王
既
成
』
の
「
予
言

（

戦
国
楚
簡
研
究
二
〇
〇
七

（

中
国

．

」
」
『

』
『

54

研
究
集
刊
』
別
冊
特
集
第
四
五
号

、
四
四
～
五
六
頁
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
）

）

「

中
国
新
出
土
文
献
に
お
け
る
「
死
」
の
思
想

（
江
川
温
編
『
死
者
の
葬
送
と

．

」

55

記
念
に
関
す
る
比
較
文
明
史

、
平
成
一
六
～
一
八
年
度
科
研
報
告
書
、
基
盤
研
究

』

（
Ａ
）
課
題
番
号
１
６
２
０
２
０
１
２
、
一
四
五
～
一
五
九
頁
、
二
〇
〇
七
年
六

月
）

「
同
上
・
英
文
版
（T

h
e
Id
e
o
l
o
g
y
o
f
D
e
a
t
h
i
n
N
e
w
l
y
E
x
c
a
v
a
t
e
d
D
o
c
u
m
e

．
56

nt
s
i
n
C
hi
n
a

」）

戦
国
楚
簡
と
儒
家
思
想

君
子

の
意
味

中
国
研
究
集
刊

為
号

第

．
「

「

」

」（
『

』

（

─

─

57

四
三
号

、
一
～
一
七
頁
、
二
〇
〇
七
年
六
月
）

）

「
上
博
楚
簡
《
三
德
》
的
天
人
相
關
思
想

（
郭
斉
勇
主
編
『
儒
家
文
化
研
究
』
第

．

」

58

一
輯
（
新
出
楚
簡
研
究
専
号

、
生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
二
六
五
～
二
八

）

三
頁
、
二
〇
〇
七
年
六
月
。
論
文

の
中
国
語
版
）

60

「
中
井
竹
山
の
印
章

（

懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
二
〇
〇
七
』
一
～
一
五
頁
、
二
〇

．

」
『

59

〇
七
年
二
月
）

「
上
博
楚
簡
『
三
徳
』
の
天
人
相
関
思
想

（

戦
国
楚
簡
研
究
二
〇
〇
六

（

中

．

」
『

』
『

60
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国
研
究
集
刊
』
第
四
一
号
（
別
冊
特
集
号
『
戦
国
楚
簡
研
究
２
０
０
６

、
一
〇

』
）

〇
～
一
一
七
頁
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
）

「
上
博
楚
簡
『
三
徳
』
の
全
体
構
造
と
文
献
的
性
格

（

中
国
研
究
集
刊
』
第
四

．

」
（
『

61

一
号
（
別
冊
特
集
号
『
戦
国
楚
簡
研
究
２
０
０
６

、
七
六
～
九
九
頁
、
二
〇
〇

』
）

六
年
一
二
月
）

「
語
り
継
が
れ
る
先
王
の
故
事

上
博
楚
簡
『
昭
王
與
龔
之

』
の
文
献
的
性
格

．

─

62

（

中
国
研
究
集
刊
』
露
号
（
第
四
〇
号

、
三
五
～
四
九
頁
、
二
〇
〇
六
年
六

─
」
『

）

月
）

「
父
母
の
合
葬

上
博
楚
簡
『
昭
王
毀
室
』
に
つ
い
て

（

東
方
宗
教
』
第
一

．

」
『

─

─

63

〇
七
号
、
一
～
一
八
頁
、
二
〇
〇
六
年
五
月
）

「
懐
徳
堂
の
小
宇
宙

懐
徳
堂
印
の
研
究

（

中
国
学
の
十
字
路

加
地
伸
行

．

」
『

─

─

─

64

博
士
古
稀
記
念
論
集

、
研
文
出
版
、
六
八
八
～
七
〇
一
頁
、
二
〇
〇
六
年
四
月
）

』

「
懐
徳
堂
の
祭
祀
空
間

中
国
古
礼
の
受
容
と
展
開

（

大
阪
大
学
大
学
院
文

．

」
『

─

─

65

学
研
究
科
紀
要
』
第
四
六
巻
、
一
～
三
六
頁
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）

「
上
博
楚
簡
『
彭
祖
』
に
お
け
る
「
長
生
」
の
思
想

（

中
国
研
究
集
刊
』
致
号

．

」
『

66

（
第
三
七
号

、
二
〇
～
三
六
頁
、
二
〇
〇
五
年
六
月
）

）

「
ロ
シ
ア
軍
艦
デ
ィ
ア
ナ
号
と
懐
徳
堂

並
河
寒
泉
の
「
攘
夷
」

（
島
根
大
学

．

」

─

─

67

教
育
学
部
国
文
学
会
『
国
語
教
育
論
叢
』
第
一
四
号
、
一
五
一
～
一
六
三
頁
、
二

〇
〇
五
年
三
月
）

「
奈
良

大
阪

墨
の
道

古
梅
園
蔵
懐
徳
堂
墨
型
に
つ
い
て

（

懐
徳
』
第
七

．

」
『

─

─

68

三
号
、
六
～
一
四
頁
、
二
〇
〇
五
年
一
月
）

「
上
博
楚
簡
『
従
政
』
と
儒
家
の
「
従
政

（

中
国
研
究
集
刊
』
騰
号
（
第
三
六

．

」
」
『

69

号

、
一
三
二
～
一
五
三
頁
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
）

）
「
上
博
楚
簡
『
従
政
』
の
竹
簡
連
接
と
分
節
に
つ
い
て

（

中
国
研
究
集
刊
』
騰

．

」
『

70

号
（
第
三
六
号

、
一
一
三
～
一
三
一
頁
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
）

）

「
郭
店
楚
簡
『
魯
穆
公
問
子
思
』
釈
文

（
平
成
一
二
～
一
五
年
科
学
研
究
費
補
助

．

」

71

金
基
盤
研
究
（B

（
一
）
研
究
成
果
報
告
書
「
戦
国
楚
系
文
字
資
料
の
研
究

（
研

）

」

究
代
表
者
竹
田
健
二

、
課
題
番
号
１
２
４
１
０
０
０
４
、
二
四
三
～
三
四
九
頁
、

）

二
〇
〇
四
年
三
月
）

「
戦
国
楚
簡
研
究
の
現
在

（
戦
国
楚
簡
研
究
会
共
著

『
中
国
研
究
集
刊
』
第
三

．

」

、

72

三
号
（
別
冊
特
集
号
『
新
出
土
資
料
と
中
国
思
想
史

、
一
～
八
一
頁
、
二
〇
〇

』
）

三
年
六
月
）

「
懐
徳
堂
文
庫
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
展
開

古
典
籍
資
料
の
電
子
情
報
化
に

．

─

73

つ
い
て

（
全
国
漢
文
教
育
学
会
『
新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
』
第
三
五
号
、
六
七

─
」

～
七
六
頁
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
）

「
郭
店
楚
簡
『
六
徳
』
に
つ
い
て

全
体
構
造
と
著
作
意
図

（

中
国
出
土
資

．

」
『

─

─

74

料
研
究
』
第
六
号
、
三
九
～
五
三
頁
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）

「
孔
子
の
見
た
夢

懐
徳
堂
学
派
の
『
論
語
』
注
釈

（
荒
木
浩
編
『

心
〉
と

．

」

〈

─

─

75

〈
外
部
〉

表
現
・
伝
承
・
信
仰
と
明
恵
『
夢
記
』

（
大
阪
大
学
大
学
院
文
学

―

―
』

研
究
科
広
域
文
化
表
現
論
講
座
共
同
研
究
研
究
成
果
報
告
書
、
一
三
七
～
一
五
八

頁
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）

「
懐
徳
堂
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
全
コ
ン
テ
ン
ツ

（

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀

．

」
『

76

要
』
第
四
二
巻
、
全
三
二
〇
頁
、
二
〇
〇
二
年
三
月

「
懐
徳
堂
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築

全
体
構
造
と
今
後
の
課
題

（

懐
徳
』
第

．

」
『

─

─

77

七
〇
号
、
三
六
～
四
一
頁
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）

「

忠
臣
」
の
思
想

郭
店
楚
簡
『
魯
穆
公
問
子
思
』
に
つ
い
て

（
大
久
保
隆

．

「

」

─

─

78

郎
教
授
退
官
記
念
論
集
『
漢
意
と
は
何
か

、
四
五
～
六
五
頁
、
東
方
書
店
、
二
〇

』

〇
一
年
一
二
月
）

「
懐
徳
堂
学
派
の
『
論
語
』
注
釈

泰
伯
篇
曾
子
有
疾
章
に
つ
い
て

（
寺
門
日

．

」

─

─

79

、

、

、『

』

（

）
、

出
男

神
林
裕
子

石
飛
憲
と
の
共
著

中
国
研
究
集
刊

歳
号

第
二
九
号
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一
〇
三
～
一
三
〇
頁
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
）

．
「
『

』

」（
『

』

、

虎
鈐
経

の
兵
学
思
想

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要

第
四
一
巻

80

一
～
二
六
頁
、
二
〇
〇
一
年
三
月
）

「
中
国
古
代
兵
学
の
「
自
然

（
里
見
軍
之
編
『
自
然
の
な
か
の
人
間

、
二
三
～

．

」
」

』

81

三
三
頁
、
二
〇
〇
一
年
二
月
）

「

天
楽
楼
書
籍
遺
蔵
目
録
』
に
つ
い
て

懐
徳
堂
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

．

『

─

82

化
に
向
け
て

（
寺
門
日
出
男
、
神
林
裕
子
、
井
上
了
と
の
共
著

『
懐
徳
』
第

─
」

、

六
九
号
、
九
一
～
一
〇
七
頁
、
二
〇
〇
一
年
一
月
）

「
懐
徳
堂
文
庫
所
蔵
『
論
孟
首
章
講
義
』
に
つ
い
て

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
と

．

─

83

」（

、

、

、

、

し
て
の
位
置
づ
け

杉
山
一
也

竹
田
健
二

藤
居
岳
人

井
上
了
と
の
共
著

─

『

』

（

）
、

、

）

中
国
研
究
集
刊

余
号

第
二
七
号

四
五
～
六
六
頁

二
〇
〇
〇
年
一
二
月

「

太
白
陰
経
』
の
兵
学
思
想

（

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
四
〇

．

『

」
『

84

巻
、
一
～
四
〇
頁
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
）

「

李
衛
公
問
対
』
の
兵
学
思
想

（

大
阪
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
三
九
巻
、
一
～

．

『

」
『

85

四
五
頁
、
一
九
九
九
年
三
月
）

「
中
国
軍
事
思
想
史
研
究
の
現
状
と
課
題

（

中
国
研
究
集
刊
』
収
号
（
第
二
三

．

」
『

86

号

、
四
五
～
六
五
頁
、
一
九
九
八
年
一
二
月
）

）
「
中
国
古
代
の
戦
争
と
平
和
」

(

岩
波
書
店
・
岩
波
講
座
『
世
界
歴
史
』
第
二
五

．
87

巻
、
一
五
一
～
一
六
八
頁
、
一
九
九
七
年
一
二
月)

．「

」

『

』

出
土
資
料
と
老
荘
思
想
研
究

(

加
地
伸
行
編

老
荘
思
想
を
学
ぶ
人
の
た
め
に

88

第
二
部
（
五

、
世
界
思
想
社
、
五
五
～
七
四
頁
、
一
九
九
七
年
一
一
月
）

）

「
馬
王
堆
帛
書
『
十
六
経
』
の
蚩
尤
像
」(

『
東
方
宗
教
』
第
八
九
号
、
四
〇
～
五

．
89

四
頁
、
一
九
九
七
年
五
月)

「
類
書
と
成
語
（
四
）

二
つ
の
「
朝
三
暮
四
」

（
島
根
大
学
教
育
学
部
国
文

．

」

―

―

90

学
会
『
国
語
教
育
論
叢
』
第
六
号
、
一
五
五
～
一
七
一
頁
、
一
九
九
七
年
三
月
）

「
類
書
の
成
立

（
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
総
合
研
究
Ａ
報
告
書
『
類
書
の
総

．

」

91

合
的
研
究

、
一
四
五
～
一
六
二
頁
、
一
九
九
六
年
三
月

』

．
「

『

』

」（
『

』

夢
の
書
の
行
方

敦
煌
本

新
集
周
公
解
夢
書

の
研
究

待
兼
山
論
叢

―

―

92

第
二
九
号
哲
学
篇
、
一
～
一
五
頁
、
一
九
九
五
年
）

「
秦
帝
国
の
吏
観
念

雲
夢
秦
簡
「
語
書

「
為
吏
之
道
」
の
思
想
史
的
意
義

」

．

」

―

―

93

（

日
本
中
国
学
会
報
』
第
四
七
集
、
一
～
一
六
頁
、
一
九
九
五
年
一
〇
月
）

『
「
類
書
と
成
語
（
三
）

類
書
の
変
容
と
「
出
藍
」
の
成
立

（

島
根
大
学
教

．

」
『

―

―

94

育
学
部
紀
要
』
第
二
八
巻
、
七
一
～
九
五

頁
、
一
九
九
四
年
）

「
中
国
古
代
に
於
け
る
戦
争
論
の
展
開

『
呂
氏
春
秋

『
大
戴
礼
記
』
の
蚩
尤
観

．

』

―

95

を
め
ぐ
っ
て

（
平
成
五
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
一
般
研
究
Ｂ
研
究
成

―
」

果
報
告
書
、
一
四
一
～
一
六
一
頁
、
一
九
九
四
年
、
研
究
代
表
者
：
間
瀬
収
芳
、

課
題
名
：

史
記

『
漢
書
』
の
再
検
討
と
古
代
社
会
の
地
域
的
研
究
）

『

』

「
故
事
成
語
の
研
究

大
学
生
の
実
態
調
査
を
踏
ま
え
て

（

島
根
大
学
教
育

．

」
『

―

―

96

学
部
附
属
教
育
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
第
四
号
、
七
九
～
一
一
九
頁
、

一
九
九
四
年
）

「
類
書
と
成
語
（
二
）

「
沈
魚
落
雁
」
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て

（
島
根
大
学
教

．

」

―

―

97

育
学
部
国
文
学
会
編
『
国
語
教
育
論
叢
』
第
四
号
、
八
二
～
九
四
頁
、
一
九
九
四

年
）

「
類
書
と
成
語

「
杞
憂
」
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て

（

島
根
大
学
教
育
学
部
附

．

」
『

―

―

98

属
教
育
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
第
三
号
、
二
三
～
四
七
頁
、
一
九
九
三

年
）

「
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
『
守
法
守
令
等
十
二
篇
』
の
思
想
史
的
意
義

（

中
国
研
究

．

」
『

99

集
刊
』
辰
号
（
第
一
三
号

、
九
一
～
一
一
四
頁
、
一
九
九
三
年
）

）

「
軍
神
の
変
容

中
国
古
代
に
於
け
る
戦
争
論
の
展
開
と
蚩
尤
像

（
二

（

島

．

）
」
『

―

―

100

根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
二
七
巻
、
一
～
二
四
頁
、
一
九
九
三
年
）
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「
軍
神
の
変
容

中
国
古
代
に
於
け
る
戦
争
論
の
展
開
と
蚩
尤
像

（
一

（

島

．

）
」
『

―

―

101

根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
二
六
巻
、
一
一
五
～
一
三
一
頁
、
一
九
九
二
年
）

「

呂
氏
春
秋
』
の
軍
事
思
想

兵
陰
陽
家
著
作
説
を
め
ぐ
っ
て

（

呂
氏
春
秋

．

『

」
『

―

―

102

研
究
』
第
五
号
、
一
三
～
二
一
頁
、
一
九
九
二
年
）

「

呂
氏
春
秋
』
の
義
兵
説

『
墨
子

『
司
馬
法
』
と
の
対
比

（

島
根
大
学

．

『

』

」
『

―

―

103

教
育
学
部
紀
要
』
第
二
五
巻
、
六
一
～
七
五
頁
、
一
九
九
一
年
）

．
「

「

」

」（
『

』

銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
古
逸
兵
書
の
研
究

王
兵

篇
の
考
察

古
代
文
化

―

―

104

第
四
三
巻
第
一
二
号
、
一
三
～
二
一
頁
、
一
九
九
一
年
）

「

司
馬
法
』
に
於
け
る
支
配
原
理
の
峻
別

（

島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
二

．
『

」
『

105

四
巻
第
二
号
、
四
五
～
六
四
頁
、
一
九
九
〇
年
）

「
孔
子
と
夢
と
天
命
と

『
論
語
』
甚
矣
吾
衰
章
解
釈
と
儒
家
の
夢
観

（

日

．

」
『

―

―

106

本
中
国
学
会
報
』
第
四
二
集
、
一
七
～
三
一
頁
、
一
九
九
〇
年
）

．「

」（
『

』

、

孔
子
の
夢
と
朱
子
学
の
夢
論

島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要

第
二
四
巻
第
一
号

107

一
五
～
二
九
頁
、
一
九
九
〇
年
）

「
夢
と
人
間

昭
和
六
三
年
度
島
根
国
文
学
会
公
開
研
究
授
業
（
高
校
国
語
・
漢

．

―

108

文

を
め
ぐ
っ
て

島
根
大
学
教
育
学
部
附
属
複
式
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
編

教

）

」（

『

―

育
研
究
紀
要
』
第
三
号
、
一
〇
一
～
一
一
〇
頁
、
一
九
八
九
年
）

称

の
思
想

馬
王
堆
漢
墓
帛
書

称

に
於
け
る
天
道
と
統
治
原
理

島

．
「
「

」

『

』

」（
『

―

―

109

根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
二
三
巻
第
二
号
、
四
五
～
六
四
頁
、
一
九
八
九
年
）

「
中
国
古
代
の
夢
と
占
夢

（

島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
二
二
巻
第
二
号
、

．

」
『

110

七
七
～
一
〇
五
頁
、
一
九
八
八
年
）

．
「

」（

『

』
、

中
国
古
代
の
夢
と
占
夢
序
論

北
海
道
教
育
大
学
語
学
文
学
会
編

語
学
文
学

111

三
五
～
四
四
頁
、
一
九
八
八
年
）

「
馬
王
堆
帛
書
『
明
君
』
の
思
想
史
的
意
義

（

中
国
研
究
集
刊
』
宙
号
（
第
六

．

」
『

112

号

、
一
～
一
四
頁
、
一
九
八
八
年
）

）

「
塩
鉄
論
争
に
見
る
管
子
と
董
仲
舒
の
思
想

（

日
本
中
国
学
会
報
』
第
三
九
集
、

．

」
『

113

五
六
～
六
九
頁
、
一
九
八
七
年
）

「
国
語
Ⅰ
Ⅱ
に
於
け
る
統
合
学
習
の
構
想

「
胡
蝶
の
夢

（

荘
子

）
を
手
が
か

．

」
『

』

―

114

り
と
し
て

（

北
海
道
教
育
大
学
紀
要
』
第
一
部
Ｃ
、
第
三
八
巻
第
一
号
、
一

―
」
『

～
一
三
頁
、
一
九
八
七
年
）

．
「

」（

『

』

漢
文
教
材
の
蘇
生

そ
の
三
つ
の
視
点

東
京
法
令
出
版

月
刊
国
語
教
育

―

―

115

一
九
八
六
年
七
月
号
、
五
二
～
五
八

頁
、
一
九
八
六
年
）

「
高
等
学
校
漢
文
教
育
の
現
状
と
課
題

「
塞
翁
馬
」
と
道
家
思
想
教
材
を
め
ぐ

．

―

116

っ
て

（
島
根
大
学
国
文
学
会
編
『
島
大
国
文
』
第
一
四
号
、
三
三
～
五
二
頁
、

―
」

一
九
八
五
年
）

「
故
事
成
語
の
思
想
的
背
景

入
門
期
教
材
と
思
想
教
材
の
関
係

（
全
国
漢
文

．

」

―

―

117

教
育
学
会
編
『
新
し
い
漢
文
教
育
』
創
刊
号
、
七
二
～
八
二
頁
、
一
九
八
五
年
）

「

尉
繚
子
』
の
富
国
強
兵
思
想

（

東
方
学
』
第
六
九
輯
、
三
〇
～
四
三
頁
、
一

．

『

」
『

118

九
八
四
年
）

「
秦
の
法
と
法
思
想

雲
夢
秦
簡
を
中
心
と
し
て

（

日
本
中
国
学
会
報
』
第

．

」
『

―

―

119

三
六
集
、

二
五
～
三
九
頁
、
一
九
八
四
年
）

「
秦
律
の
理
念

（

中
国
研
究
集
刊
』
天
号
（
創
刊
第
一
号

、
一
～
二
一
頁
、
一

．

」
『

）

120

九
八
四
年
）

【
研
究
史
・
書
評
・
報
告
・
概
説
等
】

１

「
遺
墨
に
見
る
前
田
豊
山
と
西
村
天
囚

（
鹿
児
島
県
西
之
表
市
広
報
誌
『
市
政
の

．

」

窓
』
二
月
号
、
一
一
頁
、
二
〇
二
二
年
一
月
）

２

「
書
写
省
力
化
の
行
方

（
大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所
報
『
桐
墨
』
第
一
〇
号
、

．

」

二
～
三
頁
、
二
〇
一
九
年
三
月
）

．「

「

」
」（

『

』
、

、

３

解
説

孫
子
・
呉
子

町
田
三
郎
・
尾
崎
秀
樹

孫
子
・
呉
子

中
公
文
庫
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二
六
二
～
二
六
九
頁
、
二
〇
一
八
年
八
月
）

４

「
西
村
天
囚
関
係
資
料
調
査
報
告

種
子
島
西
村
家
訪
問
記

（
竹
田
健
二
・
佐

．

」

─

─

伯
薫
氏
と
共
著

『
懐
徳
』
第
八
六
号
、
七
一
～
九
一
頁
、
二
〇
一
八
年
一
月
）

、

５

「
種
子
島
に
残
る
西
村
天
囚
の
記
憶

（

東
方
』
四
四
二
号
、
二
～
七
頁
、
二
〇
一

．

」
『

七
年
一
二
月
）

６

「

貞
観
政
要
』
の
魅
力
に
迫
る

（
中
央
経
済
社
『
税
務
弘
報
』
二
〇
一
七
年
一
二

．
『

」

月
号
、
一
二
一
～
一
二
五
頁
、
二
〇
一
七
年
一
二
月
）

．「

」（

、『

』

、

、

７

学
界
展
望
・
哲
学

編
著

日
本
中
国
学
会
報

第
六
九
集

四
二
～
五
三
頁

二
〇
一
七
年
一
〇
月
）

８

「
報
告

大
阪
大
学
総
合
学
術
博
物
館
第
二
〇
回
企
画
展
「
重
建
懐
徳
堂
開
学
一
〇

．
〇
周
年
記
念

K
A
I
T
O
K
U
D
O

大
阪
の
誇
り

懐
徳
堂
の
美
と
学
問

（

大
阪
大
学

─

─
」
『

総
合
学
術
博
物
年
報
二
〇
一
六

、
二
七
～
二
九
頁
、
二
〇
一
七
年
八
月
）

』

９

「
貞
観
政
要

リ
ー
ダ
ー
論
の
最
高
傑
作

（

碧
い
風
』
九
〇
号
、
二
六
～
二
七

．

」
『

─

─

頁
、
二
〇
一
七
年
七
月
一
日
）

「
大
学
の
誇
り
と
は

重
建
懐
徳
堂
開
学
百
周
年

（

東
方
』
第
四
二
九
号
、

．

」
『

─

─

10

二
～
七
頁
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
）

「
学
界
展
望
・
哲
学

（
編
著

『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
六
八
集
、
三
一
～
四
三

．

」

、

11

頁
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
）

北
京
学
術
調
査
報
告

中
国
出
土
文
献
研
究
会

中
国
研
究
集
刊

光
号

第

．
「

」（

、『

』

（

12

六
二
号

、
一
二
七
～
一
三
三
頁
、
二
〇
一
六
年
六
月
）

）

．
「
「

」

「

」
」（
『

』

、

、

筆

の
向
こ
う
に
見
え
る

人

大
東
書
道

五
五
八
号

巻
頭
言
一
頁

13

二
〇
一
六
年
五
月
）

新
出
土
文
献
を
通
し
て
読
む

論
語

芸
術
新
聞
社

墨

二
〇
一
六
年
三
・

．
「

『

』
」（

『

』

14

四
月
号
、
№

、
七
二
～
七
五
頁
、
二
〇
一
六
年
四
月
）

239

「

大
閲
兵
」
直
後
の
北
京

（
自
然
総
研
『T

O
Y
R
O
B
U
S
I
N
E
S
S

』
二
〇
一
六
年
四
月

．
「

」

15

号
、
二
〇
一
六
年
四
月
）

「
空
襲
と
懐
徳
堂

（
懐
徳
堂
記
念
会
「
記
念
会
だ
よ
り
」
平
成
二
八
年
二
月
号
、

．

」

16

二
〇
一
六
年
二
月
）

．
「

（

）

」（

、『

』

清
華
簡

五

所
収
文
献
解
題

中
国
出
土
文
献
研
究
会

中
国
研
究
集
刊

17

夜
号
（
第
六
一
号

、
五
八
～
九
一
頁
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
）

）

「
秦
簡
牘
の
全
容
に
迫
る

陳
偉
主
編
『
秦
簡
牘
合
集
』

（
草
野
友
子
氏
と
共

．

」

─

─

18

著

『
中
国
研
究
集
刊
』
夜
号
（
第
六
一
号

、
一
〇
〇
～
一
〇
八
頁
、
二
〇
一
五

、

）

年
一
二
月
）

「
懐
徳
堂
か
ら
「
大
坂
」
を
知
る

（

阪
大
Ｎ
Ｏ
Ｗ
』
二
〇
一
五
年
一
〇
月
号
、

．

」
『

19

№

、
一
二
～
一
七
頁
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
）

146人
類
の
文
化
遺
産

板
木

国
際
木
板
保
存
研
究
協
議
会

参
加
記

東

．
「

「

」

「

」

」（
『

─

─

20

方
』
四
一
二
号
、
九
～
一
四
頁
、
二
〇
一
五
年
六
月
）

「
書
評
『
宗
教
の
世
界
史
六

道
教
の
歴
史

（
横
手
裕
著

（

中
央
公
論
』
二
〇

．

』

）
」
『

21

一
五
年
六
月
号
、
二
一
〇
～
二
一
一
頁
、
二
〇
一
五
年
五
月
）

「
出
土
資
料
研
究
待
望
の
書

『
地
下
か
ら
の
贈
り
物
』

（

東
方
』
四
〇
五

．

」
『

─

─

22

号
、
三
二
～
三
五
頁
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
）

「
よ
み
が
え
る
中
国
古
代
思
想

竹
簡
学
の
誕
生

（
科
研
費
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
、
二
〇

．

」

─

─

23

一
四
年VO

L
.1

）

「

老
子
』
研
究
の
最
前
線

「
簡
帛
《
老
子
》
与
道
家
思
想
国
際
学
術
研
討
会
」

．

『

─

24

参
加
記

（

東
方
』
三
九
五
号
、
二
～
七
頁
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

─
」
『

「
大
坂
の
知

保
存
と
公
開
実
現

（
産
経
新
聞
、
二
〇
一
三
年
九
月
一
九
日
夕
刊

．

」

25

文
化
欄
）

「
紹
介
『
中
国
文
化
史
大
事
典

（
大
修
館
書
店
『
英
語
教
育
』
二
〇
一
三
年
七

．

』
」

26

月
号
、
九
四
頁
）

「
中
国
新
出
簡
牘
学
術
調
査
報
告

上
海
・
武
漢
・
長
沙

（
中
国
出
土
文
献
研

．

」

─

─

27



（ 13 ）

究
会

『
中
国
研
究
集
刊
』
剣
号
（
第
五
五
号

、
一
二
九
～
一
四
九
頁
、
二
〇
一

、

）

二
年
一
二
月
）

「
し
つ
ら
え
か
ら
学
ぶ
儒
教
の
精
神
、
懐
徳
堂
の
空
間

（
産
経
新
聞
、
二
〇
一
二

．

」

28

年
一
二
月
一
三
日
夕
刊
文
化
欄
）

「

墨
子
』
解
説

（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
『
墨
子

、
筑
摩
書
房
、
二
九
一
～
三
〇
二

．

『

」

』

29

頁
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
〇
日
）

「
中
国
昆
明
か
ら
発
信
す
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

（

東
方
』
三
七
九
号
、
二

．

」
『

30

～
五
頁
、
二
〇
一
二
年
九
月
）

「

論
語
』
の
魅
力

（
聖
教
新
聞
、
二
〇
一
二
年
七
月
二
四
日
付
文
化
欄
）

．

『

」

31

「
古
代
中
国
の
就
活
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
産
経
新
聞
、
二
〇
一
二
年
五
月
一
七
日
夕
刊

．

」

32

文
化
欄
）

．
「

「

」
」（

、

、

豊
か
な
発
想
生
む

自
由

読
売
新
聞

二
〇
一
一
年
一
〇
月
一
一
日
夕
刊

33

「
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
の
卵
」
第
八
話
「
教
」
に
記
事
掲
載
）

「
よ
み
が
え
る
兵
典

『
孫
子
』
解
説

（
お
よ
び
「
名
著
の
こ
と
ば

（
中
央

．

」
）
」

─

─

34

公
論
新
社
・
中
公
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
『
孫
子

、
一
～
二
五
頁
、
二
〇
一
一
年
七
月
）

』

「

温
故
知
新
」
の
リ
ー
ダ
ー
論

（
春
秋
社
『
春
秋
』
二
〇
一
一
年
四
月
号
、
九

．

「

」

35

～
一
一
頁
、
二
〇
一
一
年
三
月
）

「
亜
使
徒
ニ
コ
ラ
イ
列
聖
四
十
年
記
念
講
演
会
に
つ
い
て

（

懐
徳
堂
研
究
』
第

．

」
『

36

二
号
、
九
三
～
九
四
頁
、
二
〇
一
一
年
二
月
）

「
懐
徳
堂
展
と
資
料
修
復

（

懐
徳
堂
研
究
』
第
二
号
、
三
～
一
三
頁
、
二
〇
一

．

」
『

37

一
年
二
月
）

「
知
徳
の
遺
産

世
紀
を
超
え
て

懐
徳
堂
記
念
会
創
立
百
周
年
記
念
映
像
の
制
作

．

─

38

（

懐
徳
』
第
七
九
号
、
五
八
～
六
一
頁
、
二
〇
一
一
年
一
月
）

─
」
『

「
谷
文
晁
「
帰
馬
放
牛
図
」
に
描
か
れ
た
花

懐
徳
堂
展
に
よ
せ
て

（

大
阪

．

」
『

─

─

39

大
学
図
書
館
報
』
第
四
四
巻
二
号
、
三
～
四
頁
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
）

「
名
言
か
ら
読
み
解
く
懐
徳
堂
精
神
、
お
よ
び
懐
徳
堂
特
集
の
監
修

（

月
刊
島

．

」
『

40

民
中
之
島
』V
ol
.

二
七

一
〇/

一
、
二
～
八
頁
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
）

「

漢
字
」
で
記
さ
れ
た
古
典
の
力

「
温
故
知
新
」
未
来
に
光

（
産
経
新
聞
、

．

「

」

41

二
〇
一
〇
年
七
月
二
四
日
夕
刊
文
化
欄
）

「
よ
み
が
え
る
懐
徳
堂
資
料

（

大
阪
大
学
図
書
館
報
』
第
四
三
巻
一
号
、
一
～

．

」
『

42

二
頁
、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
一
日
）

「
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
と
懐
徳
堂
文
庫

（

大
阪
大
学
の
歴
史
』
第
四
章
コ
ラ

．

」
『

43

ム
、
四
五
～
四
七
頁
、
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）

「
懐
徳
堂
か
ら
大
阪
大
学
文
学
部
へ

（

大
阪
大
学
の
歴
史
』
第
四
章
、
三
六
～
四

．

」
『

44

四
頁
、
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）

「
書
院
と
し
て
の
懐
徳
堂

（

東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
学
』
別
冊
二
「
東
ア
ジ
ア
に

．

」
『

45

お
け
る
書
院
研
究

、
関
西
大
学
文
化
交
渉
学
教
育
研
究
拠
点I

CI
S

、
一
〇
五
～
一

」

一
九
頁
、
二
〇
〇
八
年
六
月
）

「
よ
み
が
え
る
春
秋
の
歴
史

（

史
記
』
三
下
（
十
表
二
）
季
報
一
〇
六
、
明
治

．

」
『

46

書
院
、
一
～
二
頁
、
二
〇
〇
八
年
六
月
）

「
テ
キ
ス
ト
の
変
容
と
故
事
成
語
の
誕
生

（
飯
倉
洋
一
編
『
テ
ク
ス
ト
の
生
成
と

．

」

47

変
容

、
二
〇
〇
五

二
〇
〇
七
年
度
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
広
域
文
化
表

』

―

現
論
講
座
共
同
研
究
成
果
報
告
書
、
五
五
～
五
九
頁
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）

「
第
四
回
懐
徳
堂
法
人
講
座
報
告

温
故
知
新

（

懐
徳
』
第
七
六
号
、
七
一

．

」
『

─

─

48

～
七
二
頁
、
二
〇
〇
八
年
一
月
）

「
森
の
中
の
懐
徳
堂

大
阪
大
学
総
合
学
術
博
物
館
待
兼
山
修
学
館
の
開
館
に
よ

．

─

49

せ
て

（

懐
徳
』
第
七
六
号
、
四
六
～
四
八
頁
、
二
〇
〇
八
年
一
月
）

─
」
『

「
中
国
西
安
・
上
海
学
術
調
査
報
告

（
戦
国
楚
簡
研
究
会
共
著

『
中
国
研
究
集

．

」

、

50

刊
』
第
四
五
号
（
別
冊
特
集
号
『
戦
国
楚
簡
研
究
２
０
０
７

、
一
四
四
～
一
六
七

』

頁
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
）
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「
読
み
直
す
中
国
古
代
思
想

（
中
央
公
論
新
社
・
中
公
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
・
コ
メ
ン

．

」

51

タ
リ
テ
ィ
『
諸
子
百
家
争
鳴

、
二
八
三
～
二
九
五
頁
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
）

』

「
漢
籍
善
本
紹
介

大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
（
四
）

（

新
し
い
漢
字
漢
文
教

．

」
『

─

─

52

育
』
第
四
五
号
、
口
絵
五
～
八
頁
、
お
よ
び
一
〇
二
～
一
〇
三
頁
、
二
〇
〇
七
年

一
一
月
）

「
漢
籍
善
本
紹
介

大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
（
三
）

（

新
し
い
漢
字
漢
文
教

．

」
『

─

─

53

育
』
第
四
四
号
、
口
絵
五
～
八
頁
、
お
よ
び
八
六
～
八
七
頁
、
二
〇
〇
七
年
六
月

二
〇
日
）

「
書
評
『
近
世
阿
波
漢
学
史
の
研
究

古
学
者
高
橋
赤
水

（
有
馬
卓
也
著

（

徳

．

』

）
」
『

54

島
新
聞
』
二
〇
〇
七
年
六
月
一
九
日
文
化
欄
）

．
「

」（
『

』

懐
徳
堂
文
庫
貴
重
資
料
の
修
復
に
つ
い
て

懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
二
〇
〇
七

55

一
一
九
～
一
二
七
頁
、
二
〇
〇
七
年
二
月
）

「
第
三
回
懐
徳
堂
法
人
講
座
報
告

大
阪
学
問
所
の
挑
戦

（

懐
徳
』
第
七
五

．

」
『

─

─

56

号
、
一
〇
四
～
一
〇
五
頁
、
二
〇
〇
七
年
一
月
）

．
「

」（
『

』

（

）
、

日
本
道
教
学
会
第
五
七
回
大
会
報
告

中
国
研
究
集
刊

結
号

第
四
二
号

57

一
～
一
八
頁
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
）

「
湖
南
省
長
沙
学
術
調
査
報
告

（
戦
国
楚
簡
研
究
会
共
著

『
中
国
研
究
集
刊
』

．

」

、

58

（

『

』
）
、

、

第
四
一
号

別
冊
特
集
号

戦
国
楚
簡
研
究
２
０
０
６

二
三
九
～
二
六
八
頁

二
〇
〇
六
年
一
二
月
）

「

新
出
楚
簡
國
際
学
術
研
討
會
」
参
加
記

（
戦
国
楚
簡
研
究
会
共
著

『
中
国
研

．

「

」

、

59

究
集
刊
』
第
四
一
号
（
別
冊
特
集
号
『
戦
国
楚
簡
研
究
２
０
０
６

、
二
〇
〇
～

』
）

二
三
八
頁
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
）

「
大
阪
ブ
ラ
ン
ド
／
懐
徳
堂
精
神
を
現
代
に
生
か
せ

（
読
売
新
聞
、
二
〇
〇
六
年

．

」

60

一
一
月
一
六
日
朝
刊
）

「
漢
籍
善
本
紹
介

大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
（
二
）

（

新
し
い
漢
字
漢
文
教

．

」
『

─

─

61

育
』
第
四
三
号
、
口
絵
五
～
八
頁
、
お
よ
び
八
六
～
八
七
頁
、
二
〇
〇
六
年
一
一

月
）

「
戦
国
楚
簡
と
中
国
古
代
思
想
史
研
究

（

中
国
史
学
』
第
一
六
巻
「
思
想
文
化

．

」
『

62

史
特
集

、
一
二
三
～
一
四
一
頁
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
）

」

「
漢
籍
善
本
紹
介

大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
（
一
）

（

新
し
い
漢
字
漢
文
教

．

」
『

─

─

63

育
』
第
四
二
号
、
口
絵
五
～
八
頁
、
お
よ
び
一
〇
五
～
一
〇
七
頁
、
二
〇
〇
六
年

五
月
）

「
大
阪
文
化
の
力

池
田
文
庫
と
懐
徳
堂
文
庫

（

館
報
池
田
文
庫
』
第
二
八

．

」
『

─

─

64

号
、
五
～
六
頁
、
二
〇
〇
六
年
四
月
）

「
新
出
土
文
献
と
孟
子
の
思
想
（

名
著
の
こ
と
ば

（
中
央
公
論
新
社
・
中
公
ク

．

「

」
）
」

65

ラ
シ
ッ
ク
ス
『
孟
子

、
一
～
二
五
頁
、
二
〇
〇
六
年
四
月
）

』

「
よ
み
が
え
る
重
建
懐
徳
堂

復
元
模
型
の
制
作
に
つ
い
て

（

懐
徳
堂
セ
ン

．

」
『

─

─

66

タ
ー
報
二
〇
〇
六

、
五
～
一
四
頁
、
二
〇
〇
六
年
二
月
）

』

「
懐
徳
堂
文
庫
へ
の
い
ざ
な
い

（

大
阪
大
学
図
書
館
報
』
三
九
巻
三
号
、
三
～

．

」
『

67

四
頁
、
二
〇
〇
六
年
一
月
）

「
中
国
湖
北
省
荊
門
・
荊
州
学
術
調
査
報
告

（
戦
国
楚
簡
研
究
会
共
著

『
中
国

．

」

、

68

研
究
集
刊
』
第
三
八
号
（
別
冊
特
集
号
『
戦
国
楚
簡
研
究
２
０
０
５

、
四
四
～

』
）

六
四
頁
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
）

「

上
博
楚
簡
」
解
題

『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書

（
三

（
四
）
所
収
文
献

．

「

』

）

─

69

戦
国
楚
簡
研
究
会
共
著

中
国
研
究
集
刊

第
三
八
号

別
冊
特
集
号

戦

─
」（

、『

』

（

『

国
楚
簡
研
究
２
０
０
５

、
一
～
四
三
頁
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
）

』
）

「
文
化
庁
ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
の
概
要

成
果
と
課
題

（
平
成
一
六
年
度
（
二
〇

．

」

─

─

70

〇
四

文
化
庁
委
託
全
国
の
博
物
館
・
美
術
館
等
に
お
け
る
収
蔵
作
品
デ
ジ
タ
ル
・

）

ア
ー
カ
イ
ブ
化
に
関
す
る
調
査
・
研
究
事
業
『
調
査
研
究
報
告
書

、
二
～
六
頁
、

』

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
五
年
六
月
）
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「
体
験
懐
徳
堂
Ｃ
Ｄ

Ｒ
Ｏ
Ｍ
の
制
作
と
懐
徳
堂
モ
ニ
タ
ー
の
取
り
組
み

（

懐

．

」
『

―

71

徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
二
〇
〇
五

、
一
～
六
頁
、
二
〇
〇
五
年
二
月
）

』

「
よ
み
が
え
る
懐
徳
堂

（
聖
教
新
聞
、
二
〇
〇
五
年
一
月
六
日
文
化
欄
）

．

」

72

「
出
土
竹
簡
の
語
る
世
界

特
集
号
「
戦
国
楚
簡
と
中
国
思
想
史
研
究
」
の
刊
行

．

─

73

」（
『

』

（

）
、

、

）

─

中
国
研
究
集
刊

騰
号

第
三
六
号

一
～
二
頁

二
〇
〇
四
年
一
二
月

「
戦
国
楚
簡
研
究
関
係
Ｈ
Ｐ
紹
介

（

中
国
研
究
集
刊
』
騰
号
（
第
三
六
号

、
九

．

」
『

）

74

四
～
一
〇
四
頁
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
）

「
人
文
学
に
お
け
る
共
同
研
究
と
情
報
発
信

（

日
本
中
国
学
会
便
り
』
二
〇
〇

．

」
『

75

四
年
第
一
号
、
四
～
五
頁
、
二
〇
〇
四
年
四
月
二
〇
日
）

「
懐
徳
堂
文
庫
貴
重
資
料
解
題
」

（
平
成
一
三
～
一
五
年
科
学
研
究
費
補
助
金
基

．
76

盤
研
究
（
Ａ

（
二
）
研
究
成
果
報
告
書
「
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の
懐
徳

）

堂
研
究

（
研
究
代
表
者
下
條
真
司

、
課
題
番
号
１
３
３
０
９
０
１
１
、
一
〇
～

」

）

八
七
頁
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）

「

Ｗ
Ｅ
Ｂ
懐
徳
堂
」
主
要
コ
ン
テ
ン
ツ
紹
介

（
平
成
一
三
～
一
五
年
科
学
研
究

．

「

」

77

費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ａ

（
二
）
研
究
成
果
報
告
書
「
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
と

）

し
て
の
懐
徳
堂
研
究

（
研
究
代
表
者
下
條
真
司

、
課
題
番
号
１
３
３
０
９
０
１

」

）

１
、
七
～
九
頁
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）

．
「

」（
『

』

懐
徳
堂
ア
ー
カ
イ
ブ
か
ら
大
阪
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
へ

大
阪
大
学
図
書
館
報

78

三
七
巻
四
号
、
四
～
六
頁
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）

．
「

「

」

」

展
示
室
を
飛
び
出
し
た

懐
徳
堂

大
阪
大
学
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
の
活
動

─

─

79

（

懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
』
二
〇
〇
四
、
三
三
～
四
八
頁
、
二
〇
〇
四
年
二
月
）

『
「
懐
徳
堂
に
見
る
ア
ー
カ
イ
ブ
の
展
開

（

N
e
t
w
o
r
k

』
二
九
号
、
全
国
歴
史
資
料

．

」
『

80

保
存
利
用
機
関
協
議
会
近
畿
部
会
会
報
、
六
～
七
頁
、
二
〇
〇
四
年
二
月
）

「
電
子
懐
徳
堂
考
の
制
作

（

懐
徳
』
第
七
二
号
、
八
八
～
九
〇
頁
、
二
〇
〇
四

．

」
『

81

年
一
月
）

「
総
合
学
術
博
物
館
設
立
記
念
展
レ
ポ
ー
ト
（
懐
徳
堂
関
係

（

大
阪
大
学
総
合

．

）
」
『

82

学
術
博
物
館
年
報
二
〇
〇
二
』
八
一
～
八
四
頁
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
）

千
字
文

周
行
の
道

中
国
研
究
集
刊

の
蘆
北
賞
受
賞
に
つ
い
て

中

．
「
「

」

『

』

」（
『

─

─

83

』

（

）
、

、

）

国
研
究
集
刊

陽
号

第
三
四
号

一
三
九
～
一
四
五
頁

二
〇
〇
三
年
一
二
月

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
学
ぶ
懐
徳
堂

（

懐
徳
』
第
七
一
号
、
九
四
～
九
六
頁
、

．

」
『

84

二
〇
〇
三
年
一
月
）

「
二
人
の
孫
子

中
国
兵
法
の
誕
生

（

中
国
人
物
列
伝

、
恒
星
出
版
、
七
一

．

」
『

』

─

─

85

～
九
二
頁
、
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
）

「

孝
」
が
道
徳
の
根
源
と
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
か

（
大
修
館
書
店
『
し
に
か
』
二

．

「

」

86

〇
〇
二
年
五
月
号
、
二
四
～
二
八
頁
、
二
〇
〇
二
年
五
月
）

．
「

」（
『

』

、

、

懐
徳
堂
文
庫
の
総
合
移
転

大
阪
大
学
図
書
館
報

一
四
〇
号

六
～
八
頁

87

二
〇
〇
一
年
九
月
）

「
韓
非
子

世
界
制
覇
の
た
め
の
方
策

（

世
界
の
文
学
』
一
〇
二
号
、
朝
日
新

．

」
『

88

聞
社
、
五
八
～
五
九
頁
、
二
〇
〇
一
年
六
月
）

「
懐
徳
堂
と
電
子
図
書
館

（

大
阪
大
学
図
書
館
報
』
一
三
六
号
、
一
～
四
頁
、

．

」
『

89

二
〇
〇
〇
年
六
月
）

「
甦
る
兵
家
の
活
動

（
大
修
館
書
店
『
し
に
か
』
二
〇
〇
〇
年
九
月
号
、
二
一
～

．

」

90

二
七
頁
、
二
〇
〇
〇
年
八
月
）

「
焚
書
坑
儒
と
は
何
か

（
大
修
館
書
店
『
し
に
か
』
二
〇
〇
〇
年
二
月
号
、
四
〇

．

」

91

～
四
五
頁
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
）

「
書
評

工
藤
元
男
著
『
睡
虎
地
秦
簡
よ
り
み
た
秦
代
の
国
家
と
社
会

（

中
国

．

』
」
『

92

出
土
資
料
研
究
』
第
三
号
、
九
五
～
一
〇
二
頁
、
一
九
九
九
年
三
月
）

「
兵
家
の
思
想
と
活
動

（
大
修
館
書
店
『
し
に
か
』
一
九
九
九
年
二
月
号
、
二
一

．

」

93

～
二
六
頁
、
一
九
九
九
年
一
月
）

「
潜
夫
の
夢

（
橋
本
高
勝
編
『
中
国
思
想
の
流
れ

、
晃
洋
書
房
、
七
〇
～
七
五

．

」

』

94
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頁
、
一
九
九
六
年
五
月
）

「
書
評
『
夢
的
迷
信
与
夢
的
探
索

（
劉
文
英
著
、
中
国
・
社
会
科
学
出
版
社
、
三

．

』

95

、

）
」（

『

』

、

、

五
九
頁

一
九
八
九
年

東
方
書
店

東
方

第
一
一
七
号

二
八
～
三
〇
頁

一
九
九
〇
年
）

「
易
占
い

（
加
地
伸
行
編
『
易
の
世
界

、
一
八
九
～
二
〇
二
頁
、
新
人
物
往
来

．

」

』

96

社
、
一
九
八
六
年
）

「
漢
代
思
想
（
儒
教
国
教
化
と
『
塩
鉄
論

）
研
究
史

（

中
国
研
究
集
刊
』
地
号

．

』

」
『

97

（
第
二
号

、
三
五
～
三
八
頁
、
一
九
八
四
年
）

）

「
雲
夢
秦
簡
研
究
資
料
目
録

（

中
国
研
究
集
刊
』
天
号
（
創
刊
第
一
号

、
二
二

．

」
『

）

98

～
三
七
頁
、
一
九
八
四
年
）

「
孫
子
の
戦
争
論

（
加
地
伸
行
編
『
孫
子
の
世
界

、
一
五
〇
～
一
六
五
頁
、
新

．

」

』

99

人
物
往
来
社
、
一
九
八
四
年
）

「
諸
葛
孔
明
の
戦
争
論

（
加
地
伸
行
編
『
諸
葛
孔
明
の
世
界

、
九
一
～
一
〇
六

．

」

』

100

頁
、
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
三
年
）

懐徳堂研究会（2017年3月、大阪大学にて。後列中央）

前列左から、竹田健二、矢羽野隆男、寺門日出男、湯城吉信、佐野大介、黑田秀教。

後列左から、池田光子、中村未来、清水洋子、椛島雅弘、前川正名、湯浅邦弘、

久米裕子、藤居岳人、佐藤由隆、杉山一也、草野友子 （敬称略）。

北京大学にて竹簡の実見調査（2015年9月）


